
条

例 

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
） 

 

第
二
章 

本
所
（
第
三
条
―
第
十
五
条
） 

 

第
三
章 

支
所
（
第
十
六
条
―
第
十
九
条
） 

 

第
四
章 

雑
則
（
第
二
十
条
） 

 

附
則 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

第
一
条
中
「
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
二
番
地
二
に
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。 

２ 

セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。 

一 

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
十
二
号
）
第
十
一
条
の

総
合
的
な
拠
点
施
設 

二 

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
。

以
下
「
困
難
女
性
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

三 

困
難
女
性
支
援
法
第
十
二
条
第
一
項
の
女
性
自
立
支
援
施
設 

四 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

第
三
十
一
号
。
以
下
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

３ 

セ
ン
タ
ー
は
、
本
所
及
び
支
所
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
場
所
に
設
置
す
る
。 

一 

本
所
に
あ
っ
て
は
、
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
二
番
地
二 

二 

支
所
に
あ
っ
て
は
、
さ
い
た
ま
市 

 

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
セ
ン
タ
ー
」
を
「
本
所
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第

九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

六 

困
難
女
性
支
援
法
第
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

（
緊
急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
及
び
一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）



に
関
す
る
こ
と
。 

七 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
配

偶
者
暴
力
防
止
法
第
二
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
第
四
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
業
務
（
緊
急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
及
び
一
時
保
護
が
行
わ
れ

た
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

支
所
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。 

一 

困
難
女
性
支
援
法
第
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

（
緊
急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
及
び
一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）

に
関
す
る
こ
と
。 

二 

困
難
女
性
支
援
法
第
九
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

困
難
女
性
支
援
法
第
十
二
条
第
一
項
の
自
立
支
援
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
業
務
（
緊
急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
及
び
一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
者
に
対
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
二
十
八
条
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
五
条
の
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。 

第
二
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

 
 

 

第
二
章 

本
所 

 

第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
及

び
第
十
五
条
第
一
号
中
「
セ
ン
タ
ー
」
を
「
本
所
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

雑
則 

 

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

第
三
章 

支
所 

（
入
所
の
承
認
） 

第
十
六
条 

支
所
に
入
所
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
困
難
女
性
支
援
法
第
二
条
の
困
難
な
問
題
を

抱
え
る
女
性
又
は
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
一
条
第
二
項
の
被
害
者
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
二

十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

一 

疾
病
の
た
め
医
療
機
関
に
入
院
し
医
療
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
者 

二 

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
者 



三 

薬
物
の
常
用
等
に
よ
り
支
所
の
他
の
入
所
者
の
保
護
等
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
者 

（
入
所
期
間
及
び
入
所
定
員
） 

第
十
七
条 

支
所
の
入
所
期
間
及
び
入
所
定
員
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

        

（
退
所
） 

第
十
八
条 

支
所
に
入
所
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
者
」
と
い
う
。
）
は
、
知
事

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
。 

二 

お
お
む
ね
三
月
以
上
医
療
機
関
に
入
院
し
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
。 

三 

支
所
以
外
の
施
設
で
そ
の
者
の
保
護
等
の
た
め
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
へ
入
所
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。 

２ 

入
所
者
が
無
断
で
三
日
以
上
外
泊
し
た
場
合
は
、
退
所
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

知
事
は
、
入
所
者
が
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
又
は
当
該
規
則
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た

と
き
は
、
退
所
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
準
用
） 

第
十
九
条 

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
支
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
中
「
退
去
」
と
あ
る
の
は
、
「
退
去
又
は
退
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止
） 

２ 

埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
は
、
廃
止
す

る
。 

 

（
埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
） 

３ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
条

例
（
以
下
「
廃
止
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
の
入
所
の
承

自
立
支
援
の
た
め
の
施
設 

一
時
保
護
の
た
め
の
施
設 

区 
 

 
 

分 

一
年
以
内 

二
週
間
以
内
（
た
だ
し
、
知

事
が
認
め
る
と
き
は
、
入
所

後
お
お
む
ね
四
週
間
の
範
囲

内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
） 

入 

所 

期 

間 

二
十
人 

入 

所 

定 

員 

 



認
を
受
け
て
い
る
者
は
、
改
正
後
の
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
条
例
（
以
下
「
改

正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し

て
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

知
事
が
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
し
た
廃
止
前
の
条
例

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
退
所
の
命
令
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
も
改
正
後
の
条
例

第
一
条
第
三
項
の
支
所
に
係
る
も
の
と
し
て
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

 


